
ⅰ）汚染水処理プラント処理の場合（高濃度汚染水可能）

Ｂｑの確認及び記録

ⅱ）小規模手作業処理の場合（少量汚染水用）

単位　Ｂｑ／Ｌ

ⅰ）ネオナイトの使用量目安は１０～１０００ｇ／ｍ
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ⅱ）ネオナイトクリーナーの形式・組合せにより、大規模現場にも対応できる。

ⅲ）少量の放射能汚染水の場合は、小規模手作業処理での対応が経済的　

　東日本大震災に伴う福島第一原発事故の影響で、福島県を中心として広範囲に有害な放射性物質が飛散した。放射性

物質による健康被害防止の為、生活環境中の放射性物質を除染し、放射性廃棄物として隔離する必要がある。河川、湖

沼、海域等の除染や除染時に発生する汚染水を安全に処理する為、近隣住民や周辺の環境影響を配慮した汚染水処理シ

ステムを設置し適正処理を行う。

ネオナイト工法による放射性物質汚染水の除染処理

―　放射性物質を含む汚染水をネオナイト除染剤により適正処理　―

１．処理の目的 ７．処理フロー

（脱水・分離）

　水中ポンプで撹拌ユニットに送水し処理を行う。放流水は目視でも確認できるように放流槽を設置し、放流基準値以

下であることを確認・記録しながら放流する。水や汚泥の放射線量の分析はＮａＩシンチレーションカウンター、ゲル

マニウム半導体検出器にて実施する。空間線量はガイガーカウンター（ＧＭ管）にて測定します。管理しながら定期的

にサンプル採取を行い公定法にてベクレルを測定する。

ネオナイトクリーナー

ネオナイト

セパレーター

ネオナイト投入

２．処理計画

汚染水

４．処理プラントの概要

ネオナイト投入

高レベル放射性廃棄物

ⅰ）放射性物質を含む汚染水処理が可能

ⅱ）汚染水の発生量や濃度により、処理設備を自由設計

ⅲ）処理水は再利用が可能

ⅳ）従来の化学品（ＰＡＣ等）が起こす薬害を防止し、鮎に関しての生体実験ﾃﾞｰﾀの蓄積が豊富で安全性が高い

ⅴ）ネオナイトはゼオライト等天然鉱物を主原料にしている為、安全性が高く生態系に近い場所での使用が効果的

３．処理の特徴

（撹拌・凝集）

現地仮保管

ネオナイトフィルター

最大放射線量 １,０００,０００Ｂｑ／Ｌ（これ以上の場合別途協議が必要）

脱水

ろ過

　放射性汚染水を原水ポンプで搬送し、撹拌・沈殿ユニットでネオナイトと撹拌し吸着反応後、沈殿ユニットにて凝集

沈殿させ、汚染水中の放射性物質を吸着し凝集分離した後に、ろ布脱水ユニットで脱水処理を行う。脱水後の固形物は

現場にて安全基準に基づき密閉保管処理し、除染後の処理水は放流槽で分析確認後、放流する。

汚染水

タンク類で攪拌混合

設備能力 ２～２００㎥／ｈ

稼働時間 ８時間／日　（標準）

主要機器 ネオナイトクリーナー（排水処理機器）、ネオナイトフィルター(ろ過機)など

放流基準 検出限界値以下（２０ｑ／Ｌ以下　管理目標値）

処理方式 凝集沈澱＋脱水(機械又は重力方式）＋ろ過

伊達市②

原水最大値（汚染水） ３６，２００ ６６５ ２５０

５．放流水データ（実績）

項目 南相馬市 伊達市①

６．適用

ⅳ）汚染水の性状が変化した場合でも、プラントの変更なしにネオナイトの種類を変えることで対応でき、汎用性がある。

ⅴ）ネオナイトは天然鉱物が主原料で環境負荷が低いため、過剰添加した場合でも自然界に与える影響がない。

除染処理水 ０ ２０ ０

処理水 放流

放流・再利用

放流槽
濾過水

高レベル放射性廃棄物

現地仮保管

手作業による除染の様子

処理後沈殿(右)している様子

ネオナイトクリーナー

ネオナイトセパレーター

ネオナイトフィルター

放流槽

放流

放流

ろ布などで脱水

撹拌（手混ぜ可）


